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午前 午議
夜

け時より〉 ( 1 fI寺より〉

19日
研 りJl: 発 表 自f :9l 発 表 公 関 キ詰フi亀苓11 演

(月〉

2〈9火日〉 串F 究 予告 表
研究発表，エクスカ

怒、 ま克 公三五』

ーション

12〈1水臼〉
鴎山県竹林寺山に建設中の尚山天体物理機挺i
月?の見学

驚演予擁護について:特別会員には 1部ずつ無料で配布しますが，その{告の方

および特別会員で 2部以上希望される方は 1部につき実費 40PJ，送料 8月

をお送り下さい.年金講演の当日会場でもおわけします，

'* 19日(第 1日〉の昼抹みに理事会を問機します.

合 21自のi誌山天体物理鎚溺所見学は東京天文台のj芋J部こより， 当日高松

発連絡船第 1梗 (90寺45分)に接続して，宇野よりパスを仕立てます

〈宇野→竹林寺→向山，パス代無料).



第 E毘 10月 19毘(月〉

〔午前J (9時よワ〉
分

1. 切田正実〈緯度蟻誤!;所):P.Z.T.の観誤.tl誤差について省通・・・・ー ...a......・ 6 ・・・・10

1 弓 滋( " ): 1955.0年以降における水沢の緯度変化・・・・・・・ー・・ 7

3. 高木通;次 ( 11 ): 1923-1934年の緯境変北の再解析により

求められたチャジドラー滞期について・・・・・・・・・・・・・ 6 ・・・・............10 

4. 進士 晃(水路部):地平気差について ..................... ..・・・・・・・・・・酒・・・・・ 5

5. 大JIU直明( " ):抵高度観測における気差・について ・ー・・・・・・・・‘・・・・ー・・ 5

6. 関口直南〈東京天文台):コンク 1)ート・ピヤーの熱による

ゆがみについて・・・・・・・・・・・・・“・省・ e・‘・・・・・・・・・・・・・・ e ・・・・‘..........5 

7. 松本浮逸，長接 援( " ) :子午儲の光篭観測についての一試案・・・ 5

8. 長線 潔 ( 11 ) :二相 servomotorによる制撤尺駆動装置........ー'" 5 

9. 松本浮逸，II玄 寿男( " ):子午環 circle読取り装践の試案と

その予備実験・・・・・・・・匝・・・‘・...・ 6 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 ・・..・置・忌・ e ・7 

10. 足立 綴，今JII文彦，高椀和智〈大阪工試，京大王室):ザートリウス

18cm 対物レンズの精密検査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・首......7 

11. 安自在雄，原 寿男 c東京天文合):子午環観i1iJJによる P.Z.T.星の位翠・・・・ 5

12. 総弘 教， f左i接典彦(水路部):鳥島における天文経緯度観測について....7 

13. 撞原 毅(地理調査所):掩蔽観誤tlより求めた臼本のジオイドの凶み・・・・・・ 8

L午議J (11母より〉

14. 松波i直幸〈東京天文者):月の JLの渇期成分について・・・・・・・・..........7 

15. 青木信斡:， 遠藤芳子( " ): 1955-58年の掩薮の整約・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

16. 飯島君主孝，岡崎清市( " ): UT， ET， QT， Csτ'，AmTの比較・.， .....7 

17. 資木fヨ抑( " ): J:法表i時の決定における話番分点補正の影響 .. ". ".，・・・・・・・ 5

18. 成!丞正久，iVi髭i重写::( " ): JTの近況・・・・ 6 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e ・10

19. '/守地政司，河野 昇( " ):原子i侍系と天文時系との比較(1I)‘・・・・ a ・・ 7

20. 関口Ii~[i市( " ):地球の ω陀と mantleとの結合について〈立〉・・・・盤情 7

21. 芝Jjjf額一(仏教大学):三体問題における捕獲条件 ・...・・・・・・・・・“・峰書・・・・10

22. 鈴木絡ー(水路部):スワロフ島における皆既日食接散時刻の測定結果・・・・ 7

23. 古田清一〈京大理):種子島金環日食報告(第2報・統)

部分食写真による太揚・月の相対位置・‘・・・・・・・・・ー・・量・・............ー.'.5 

24. 磁波監次，吉川甑一部〈京大理):撞子島金環日食報告(第 3報・統〉

月のプロフィルの換討 e ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ z ・・‘・・・ 5 



25. 藤波重次，吉JII麟一部 ( 11 ):種子島金環日食報告〈第4報).

金環食写真による太鵠・月の結対枚程・・ 6 ・・・・・・・・・ 6 ・・・・・・・・・ s ・・・・・・・ 7

2る. 住藤菌室〈東北大型):スヴロフ品目食綾部に於汁るコロナの鋭充分光写諜・ 7

27. 出鋪i告義(東京天文台):スワロフ島におけるコロナの鋭充観測・・・・・・・‘・・ 7

28. 平山 浮〈東大理): 1)ム・フレアーのうerft分析(立).‘・掌・・・・・・‘・・・'‘・・・・ 5

29. 野総誠夫， 8江井栄二良l5， I詩本~íf，三〈東京天文台); 1)ム・フレアーの誤1j定・・ 7

30. 下小田博一〈愛知学芸大):太務先球の乱読スベクトノしにつし、て ・・・・‘・・・・・ 7

31. 牧田 賀，森本雅樹(東京天文台):太陽!X¥点の光主連分光量Ij光(lv)・‘......7 

32. 日江井栄二郎 ( 11 ):閃光スペクトルで克ちれるコロナの輝総(10・・・・ 7

33. 来元善三郎 ( I! ):悲!誇輝線の輪躍につL、て ・・・・・・・・菅・・・・・・ g ・‘・・・‘・・ 7

34. 斉藤間治 ( !I ):高空よりの太陽コロナ競澱の可能性と限界...僑・・・・・・10

35. JII口市郊(花山天文台):太陽i頭上のヘリウム輝線分命について ‘・・・・・・・・・ 7

36. 総JII良IE(山形大文理):アルゴール系に於げる反射効巣(続報)....・'‘・・・ 7

37. 北村正利，高矯千翠(東京天文台):近接i華麗における

重力~又縮モデル (続報〉 ・・・・・“・・・・・・・・・・・・・・，.-"・・・・・・・・・・・‘帽・・‘・・ 7 

第 2毘 10昆 20箆 c-*.)

E午前J (9時より)

38. 鈴木監雑，森本雅樹〈東京天文台):ラジオ星の子午線鶴誤1) (1).......... 7 

39. 河勝公Bf3( " ): 200 Mc/s太陽電波の編法について・・・・・・・‘・・・・ー・・・ー・ 7

40. 高倉達雄( " ):アウトパーストの電波スペクトルについて ・・・・・・・・・・ 7

41. 高倉達雄( " ) :太陽電波の limitingpolarizatonについて・・・.....・・・10

42. 藤田良雄，山下泰正(東大理):VAqlのクーデ・

スペク トルについて 〈野〉 ・・・・・・・.'・・・・・・・・量・・・・・・争・・・・・・・・・・・・ー" 7 

43. 藤田良雄 ( 11 ): U Hyaのスペクトルについて・‘・・・・・‘・・・・‘・・・ 6 ・‘・・・ 5

44. 近藤雅之( " ): RS 0悼のスペクトノレ(貰)..........・ e ・・・・・ e・e ‘・・・ 7

45. 上条文夫 ( 11 ):炭素分子近赤外帯の振動遷移確率"..."..."・ e ・・・・・・ 6 ・5

46. 高親和智〈京大浬): S型星の絶対等級および分布・・・・・・・・・・・・・・ 6 ・e ・‘・・・ 7

47. 矢田文太 (11 ):HI領域を梓うガス状藍1Eの組射場について(立).... 7 

48. 高柳和夫，西村史朗〈埼玉大，東大理):星間i物質の冷却過耗(続報)....・‘10

特. 式部尚雄，畑中式夫，海野和三郎，下回真弘(東大理): 

盟関物設の収縮過綜(続報〉 ・・費・・....Ii.........._・・ e ・・・ 6 帯・・・ 6 ・・・・・・・・15

50. 海野和三郎，山下泰正〈東大型);非灰色大気の新理論........・・ e ・・・'‘，.・ 7

51. 山下泰正， 上条文夫 ( 11 ) :理想化した非灰色大気・・・ 6 ・・・・・・・・ e ・・・・・ 7



52. 上野李夫(京大理):M-Eモデんにおける非定常な散蓄しについて......・・・・・・10

53. 下回真弘 (~l大器) :対話iタトj函をもっ恒星のモデノレ (V)'" .・・・・・・・・ e ・・ e・・ 7

54. 梅野和三三部，牧田 露，掘 源一部( 11 ) :ポリトロープ大気の

対話包不安定 (工， 変分説理) ・・・・・・・.......・・・・・・・・・・ a ・・・・・・・・・・ e ・'"・ 7 

55. 加藤正二，梅野和三郎 ( /1 ) :ポリトロープ大気の対流不安定

(IT， 計算結巣) . . . . . . . . . . . . . . . .. .. . .・""..・..・・ e ・・・・・・ e ・‘・・......・ 7 

〔午後i (11i寺より〉

56. 宮本正太部〈花山天文台):月の海について・....*.・・ e ・・..‘."....・・・・・・・・・・ 5

57. 石間五郎(東京天文台):実視連盟の周期，離心率|葉j保・・・・・・・‘・・・ a・・・・・・ 5

58. 錦木政妓〈東大理): 経区農の空間分脊について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

59. 江本祐治〈大阪学芸大):暗い監の運動について・・・・ E ・e ・・・・・旨・・・ e ・・ e・・・・ 7

60. 安田容雄〈東京天文台):高jili度盤の運動(立).............・・・・・・・・・・・・・ 5

61. 高瀬文珪\RI~ (東大理):星回の光度言語教・・・・・・・・・・・.......................・・ 7

62. 大脇i宣明(水路部):球状皇国からの援の脱出と半径の変化・・・・ ..........7

63. 清水嘉一〈大阪学芸大):super galaxy について・・・‘.... .. ~ . .. .. ..鍾・・・・・・・・・・・ 5

64. t~U富栄一〈山形大文理) :物質の額十全と“cosmic-gravitationalpotential" 

〈全宇宙の物質による撃力カポテンシャノレ，あるいは重力ポテンシャル

の絶対1utO・・・・・ 6 ・・・..・ e ・e ・e ・・・ー*......‘・・・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 




